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要旨

糖は主要な栄養素であり、食品中に多量に存在することが多い成分です。糖は親水性が非常に高く、
UV 吸収を持たないため、親水性相互作用クロマトグラフィー（HILIC）および示差屈折率検出器（RID）
を用いて 6 種類の糖を分析しました。

示差屈折率検出器を用いた糖の分析
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分析条件

装置
Agilent 1260 Infinity II LC System
クオータナリポンプ（G7111B）
バイアルサンプラ（G7129A）
マルチカラムサーモスタット（G7116A）
示差屈折率検出器（G7162A）

標準品およびサンプル調整
標準品：フルクトース、ガラクトース、グルコース、スクロース、ラクトー
ス一水和物、マルトース一水和物（関東化学）を 10 mg/mL となるよう
に超純水で溶解し、その後 75 % アセトニトリル水溶液で各濃度に調製し
ました。

サンプル：市販の清涼飲料水を 75 % アセトニトリル水溶液で 10 倍希釈し、
0.2 µm PTFE フィルタろ過後さらに 10 倍希釈しました。

分析条件
分析条件を表 1 に示します。

表 1. 分析条件

LC

移動相 90 % アセトニトリル水溶液 

流速 0.2 mL/min

カラム温度 60 ℃

注入量 5 µL

カラム VG50-2D（2.0×150 mm , 5 µm　Shodex）

RID セル温度 50 ℃

結果

図 1 に標準品 25 mg/L におけるクロマトグラムを示します。25 mg/L 
におけるガラクトース・グルコースの分離度は 0.95 でした。表 2 に各
化合物の検量線範囲と決定係数を示します。すべての化合物で決定係数 
0.998 以上の良好な直線性を示しました。

図 1. 標準品 25 mg/L クロマトグラム

表 2. 検量線結果および 25 mg/L における S/N

化合物名
検量線範囲

mg/L
決定係数

R2
S/N

（25 mg/L）

フルクトース 10 – 1000 0.99976 39

ガラクトース 10 – 1000 0.99890 24

グルコース 10 – 1000 0.99997 30

スクロース 10 – 1000 0.99987 20

ラクトース 25 – 1000 0.99939 13

マルトース 25 - 1000 0.99949 11

サンプルのクロマトグラムを図 2 に示します。サンプル中から、フルクトース、
グルコース、スクロースを検出しました。定量値および再現性を表 3 に
示します。3 回連続分析における再現性も良好な値を示しました。

図 2. サンプルクロマトグラム

表 3. サンプル定量結果および再現性（n=3）

化合物名
定量値（原液換算）

g/100 mL
面積 RSD 保持時間 RSD

フルクトース 2.64 0.61 % 0.01 %

グルコース 2.14 0.81 % 0.02 %

スクロース 3.62 0.95 % 0.05 %



まとめ

HILIC モードの HPLC により 6 種の糖の分析を行いました。広い濃度範
囲における直線性を確認し、実サンプルの定量も可能でした。また再現
性も良好でした。

RID 使用における Tips

 – 溶媒と廃液のボトルは、示差屈折率検出器と溶媒ポンプの高さよりも
上に配置してください。

 – 事前混合した移動相を使用してください。
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